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■ 活動活動活動活動ののののきっかけきっかけきっかけきっかけ：：：：    
    

園目標「安全、安心、地球にやさしい食育活動」のもと、“広がれ食育の輪、保護者とともに”を

テーマに栽培活動のひとつとして「凛々子」の栽培に取り組むことにした。昨年までは、園の   

菜園で「凛々子」を栽培していたが、食育活動は収穫の喜びを親子で味わうことも重要と考え、   

今年は一人一鉢ずつ家庭に持ち帰り、親子で収穫してもらおうと考えた。ただし、保護者に   

よって栽培の得手不得手があるため、実がつき収穫の目途がつくまででは園で育てることにした。 

 

■ 活動活動活動活動のねらいのねらいのねらいのねらい：：：：    

○ 親子で栽培活動に取り組むことで、家庭での食への意識の向上につなげる。 

○ 自分の苗を育てることで、愛情や思いやりの気持ちを養う。 

○ 自分が育てたものを調理して食べることにより、食べものに対する感謝の気持ちを持つ。 

○ 栽培を通してエコ活動を知り、身近な環境への取り組みに気づく。 

 

■ 活動活動活動活動のののの流流流流れれれれ：：：：    

①①①① 家庭家庭家庭家庭とととと連携連携連携連携しししし、、、、親子親子親子親子でででで一緒一緒一緒一緒にににに育育育育てるてるてるてる    

5 月 19 日に降園時を利用して親子で一緒に苗を植えても

らった。また、園からのお便りで「凛々子」の栽培につい

てお知らせをするとともに、６月上旬の保育参観でも食育

について話をし、保護者の理解を深めた。 

 

毎日の水やりは、家庭で出る米のとぎ汁など入れたペット

ボトルを持参してもらうことにした。園で用意した水やり専用の袋

に子どもたちに絵を描かせ、誤飲しないよう留意した。（写真右） 

子どもたちは、毎朝うれしそうにペットボトルからジョウロに水を

移し替えて水やりをしたり、苗の変化を見つけては保護者に報告 

したりと、親子で一緒に苗の生長を見守る姿が多く見られた。 

 

②②②② トラブルトラブルトラブルトラブルにににに負負負負けないけないけないけない子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの深深深深いいいい愛情愛情愛情愛情    

実がつき、そろそろ家庭に持ち帰る頃と思った矢先、 

尻腐れ症が多発した。トマトの栄養としてカルシウムを

まくことや、尻腐れ果は摘み取ってコンポストに入れ、 

土に返すことなどを子どもたちに説明した。 

収穫の見通しが立たなくなり、鉢を家庭へ持ち帰ること 

を断念、収穫さえも保育士はあきらめかけたが、子ども

たちは変わることなく、熱心に毎日の水やりや観察を続

けた。その姿には保育士が励まされ、気温が上がると 

無事収穫できるようになった。 
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③③③③ 収穫収穫収穫収穫したしたしたした分分分分だけだけだけだけ「「「「収穫表収穫表収穫表収穫表」」」」にににに記録記録記録記録    

毎日少しずつ収穫されるトマトは、その都度洗っ 

て冷凍庫で保存し、調理に備えることにした。 

また、保育室の壁に「収穫表」を貼り、収穫した 

実の数だけ、紙で作った「凛々子」を貼りつけて 

いった。収穫量が増えていく喜びを全員が実感 

することができた。 

 

④④④④ みんなでみんなでみんなでみんなで「「「「凛凛凛凛々々々々子子子子」」」」をををを調理調理調理調理してしてしてして食食食食べようべようべようべよう！！！！    

9 月 1日に収穫した実でトマトケチャップ作りに  

挑戦した。冷凍しておいた「凛々子」の皮をむき、煮込む時は交代で混ぜるなど、全員で    

調理し、できたケチャップをウインナードッグにのせて完成させた。自分たちで大切に育てた 

「凛々子」で作ったケチャップを、みんなでおいしく味わった。 

   

    

■ 活動活動活動活動によってによってによってによって得得得得られたられたられたられた成果成果成果成果：：：：    

○ 収穫体験だけでなく、日々の苗の違いを発見することこそが学びであった。自分が育てて

いるものをいとおしく大切に思う気持ちがどの子どもたちの心にも芽生えた。 

○ 尻腐れ症になり摘み取られた実も多かったが、子どもたちは最後まで諦めることなく栽培

を続けることの大切さを実感することができた。また、食べ物と栄養と自分たちの体の  

関係に興味をもち、健康の大切さへの理解を深めることができた。 

○ 調理を通して、「凛々子」の命をいただいていることに感謝したり、自分が育てた野菜を  

調理して味わう達成感などから、食への意識を高めることができた。 

○ 栽培を通して、エコ活動に興味や関心を持つことができた。また親子で取り組むことで、

家庭との連携も深まった。 

 

■ モグモモグモモグモモグモからのからのからのからのメッセージメッセージメッセージメッセージ：：：：        

園の目標に沿った明確なねらいがあったからこそ、一つ一つの活動がとっても 

充実しているね。家庭との連携、エコ活動、トラブル対応、調理など、保育園で

取り組むには難しいと思われる活動も、子どもたちがワクワクするような楽しい

体験になっているよ！ 

先生のレポートにも子どもたちの発見や感動がいっぱい！ぜひ読んでみてね。 
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